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J G S   1 5 2 1 地盤の平板載荷試験 (測定 )

特記事項

(社)地盤工学会 5821

調査件名 試験年月日

地点番号（地盤高） 試 験 者
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[1kN/m ≒0.0102kgf/cm ]22

/

2

○○共同溝土質調査(その2)

第4サイクルで周辺地盤の盛り上がりがおおきくなったので、載荷を終了し、その最大圧力を極限支
持力とした。
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B-2 (T.P.+2.55m) 地盤太郎
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円形剛板 7.07×10 -2φ30xt2.5

油圧ジャッキ 500 実荷重(バックホー)

段階式繰返し載荷 2.78 晴
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[1MN/m ≒0.102 kgf/cm ]

J G S   1 5 2 1 地盤の平板載荷試験(時間－載荷圧力－沈下量曲線)

特記事項

(社)地盤工学会 5822

調査件名 試験年月日

地点番号（地盤高） 試 験 者

試験地盤の観察結果

単位面積当たりの荷重変化量

に 対 応 す る 沈 下 量⊿p
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地 下 水 の 状 況

地 盤 反 力 係 数
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○○共同溝土質調査(その2)

第4サイクルで周辺地盤の盛り上がりがおおきくなったので、載荷を終了し、その最大圧力を極限
支持力とした。

2008.08.08

B-2 (T.P.+2.55m) 地盤太郎

試験深さGL-2.5m礫まじり砂 地下水なし

333.3 94.0

3.54 667.2

1 1/

 100200300400
 

200

400

600

800

   
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
 

 載
荷

圧
力

 
p
 
(
k
N/
m
 2
 )

 時間－載荷圧力曲線

          時間 t (min)

 時間-沈下量曲線

 200 400 600 800
 

2

4

6

8

 残
留

沈
下

量
・

除
荷

量
 
(
m
m
)

載荷圧力－残留沈下量曲線          

 除荷量曲線          

                    載荷圧力 p (kN/m 2 )

0

2

4

6

8

 沈
下

量
 
S
 
(
m
m
)

 Δｐ

 Δｓ

 載荷圧力－沈下量曲線




